
　７月１４日（水）認定苫前こども園（青木久美子園長）

の園庭で「お祭りごっこ」が行われた。

　今年も神社祭の御輿渡御は中止となったが、園庭

内で太鼓を鳴らしながら「わっしょいわっしょい」と

子どもたちは元気なかけ声で手作りのおみこしを担

いだあと、かき氷や綿あめ、くじ引きなど先生たちが

縁日をひらき楽しんでいた。

　青木園長は「お祭りはまちの災いや病を払い豊作、

大漁をお願いする行事、コロナを吹き飛ばし町も元

気にしよう」と子どもたちに話していた。

■シリーズ苫前商業高等学校　ほか･･･2
■Ｇ Ｉ ＧＡスクール始動　ほか･･･3
■健康ばんざい･･･4
■地域包括ケアだより･･･5
■後期高齢者医療ガイド･･･6
■国民年金 ほか･･･7
■学びの広場･･･8
■住まいる情報･･･9～11
■議会だよりNo.124･･･12～17
■まちなかギャラリー･･･18

人　口／2,926人（男／1，415人：女／1,511人）
世帯数／1,495世帯　　　 　　　（7月31日現在）

わっしょい！ わっしょい！ ！
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　卒業生の“その後”を追う企画第一弾。平成28年３月に卒業された前田賢吾さんを訪ねました。高校卒

業後は国立大学法人小樽商科大学に進学し、現在はアパレルで有名な株式会社トゥモローランドに勤務さ

れています。札幌ステラプレイスの１階、一番目立つ場所に、勤務している店舗があります。高校時代か

ら現在の仕事に対する思いなどを語ってくださいました。

　前田さんは焼尻島出身。将来は地元企業に就職しようと考え、様々な資格を取得でき、実家から近い本

校を選んだとのこと。ところが、３年に進級する直前、担任から大学に進学してみないかと声をかけられ

たことが、人生の一つの岐路となりました。進学に変更するタイミングが遅かったので、間に合わないの

ではないかという不安がありましたが、先生方が合格する為のプランを綿密に立ててくれ、それをひたす

らこなしていくことで、合格することができたそうです。小樽商科大学は、良い意味で規模が小さく、先

生方と距離が近い分、自ら主体的にアクションを起こせば、色々とサポートしてくれたそう。そこは、苫

商と近い雰囲気と聞き、嬉しくなりました。また座学ばかりではなく、学外学習のカリキュラムが豊富で、

在学中に社会へ出て活動することが多く、そこで得た「人とのつながり」が財産となっているそうです。

　高校時代の自分に声をかけるとしたら？の問いに、「自分から行動を起こすことで、人とのつながりがで

き、好きな仕事につながっていくよと伝えたい」と語ってくれました。好きなことを見つけるには、何で

もいいから自分でやってみること、今そう実感しているそうです。

　社会に出てからの気づき。それは高校の授業でパソコンや電卓計算など習っ

たことが、今とても役に立っているということ。パソコンを使いこなせない人

は思ったより多く、とても重宝されるそうです。「お客様にプラスになる良い

買い物、良い時間を提供できた時にやりがいを感じます！」爽やかな笑顔と言

葉が印象に残るインタビューでした。

文・写真：苫前商業高校地域連携委員：瀧 川 直 子

「卒業生を訪ねて ①」

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

苫商インスタグラム開設 ！ ！
　苫前商業高校です。この度、課題研究の授業で、課題研究班としてインスタグラムを開

設することになりました。開設の目的としては、苫前町の魅力を知るとともに、ＳＮＳを

通じて、全国各地の人々に配信し、苫前町をより多くの人に知ってもらうことです。

　配信内容としては、主に、地域の特産品、飲食店、風景、地域のイベント、日常風景な

どを配信していきたいと思います。

　目標としては、苫前町への観光客、移住者を増やし、町の活性化につなげるということ

です。ＱＲコードから、ぜひご覧ください。

　
６
月
　
日（
土
）社
会
教
育

２６

課
主
催
の
苫
前
町
少
年
少
女

体
験
教
室
の
カ
ヌ
ー
体
験
が

三
毛
別
川
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
日
は
風
が
少
し
吹
い

て
い
た
が
晴
れ
渡
り
カ
ヌ
ー

体
験
日
和
と
な
っ
た
。
午
前

と
午
後
の
２
回
に
分
か
れ
　１６

名
の
小
学
生
が
参
加
し
、
苫

前
商
業
高
校
生
７
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
力
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
救
命
胴
衣
の

着
用
や
水
辺
で
の
安
全
に
つ

い
て
学
び
、
４
艇
の
カ
ヌ
ー

に
乗
艇
し
オ
ー
ル
で
漕
ぎ
、

水
辺
の
鳥
の
観
察
な
ど
自
然

を
体
感
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　
多
く
の
参
加
者
が
カ
ヌ
ー

初
体
験
に
満
足
し
て
い
た
。

苫前町少年少女体験教室 ～カヌー体験～

　
７
月
７
日（
水
）苫
前
商
業

高
等
学
校（
藤
田
和
秀
校
長
）

で
進
路
リ
レ
ー
講
話
が
行
わ

れ
、
上
田
フ
ァ
ー
ム
㈱
の
上

田
卓
司
さ
ん
が
、
自
身
の
経

験
や
信
条
を
重
ね
、
学
ぶ
こ

と
、
働
く
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
語
っ
た
。

　
上
田
さ
ん
は
、
明
治
か
ら

続
く
農
家
を
継
ぐ
た
め
農
業

高
校
、
大
学
へ
進
学
後
、
異

業
種
の
経
験
も
必
要
と
一
般

企
業
に
就
職
し
現
在
は
農
業

と
生
産
物
の
加
工
を
会
社
化

し
収
益
や
雇
用
の
安
定
な
ど

行
っ
て
い
る
。
や
っ
て
み
た

い
こ
と
や
興
味
の
あ
る
仕
事

を
見
つ
け
、
夢
や
将
来
の
展

望
を
持
つ
こ
と
が
幸
せ
や
楽

し
さ
に
な
る
と
話
し
た
。

苫前商業高等学校進路リレー講話 ～ 上田ファーム 上田卓司さん ～



広報とままえ ８月号　３頁

地域社会貢献事業 まちの施設を整備していただきました

　クリーンアップ日本海

事業へ大林道路株式会社

北海道支店が上平地区で

の参加協力を地域社会貢

献事業として実施してい

ただきました。

　ありがとうございました。

クリーンアップ日本海への協力
～ 大林道路㈱北海道支店 ～～ ハラダ工業㈱、三協建設㈱ ～

未来港公園駐車場にバリケード設置

　今シーズンコロナ対策として閉鎖するとままえ夕陽ヶ丘未

来港公園の駐車場へ苫前漁港東外防砂堤工事を実施のハラダ

工業株式会社、苫前漁港建設工事を

実施の三協建設株式会社が閉鎖のた

めバリケードの設置を地域社会貢献

事業として実施していただきました。

　ありがとうございました。

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
る
児
童
生
徒
１
人

１
台
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
、
町

内
小
・
中
学
校
に
配
備
さ
れ
、

授
業
で
の
活
用
が
進
ん
で
い

る
。
　
新
た
に
整
備
さ
れ
た
パ
ソ

コ
ン
端
末
に
は
、
授
業
支
援

ソ
フ
ト
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
ほ
か
、
カ

メ
ラ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

を
活
か
し
た
協
働
学
習
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ク
ラ
ウ
ド
化
し
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
強
化
を
し
て
い
る
た

め
、
学
校
の
外
で
も
使
う
こ

と
が
で
き
、
将
来
的
に
は
、

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
学
習
活

動
に
活
用
す
る
こ
と
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

ＧＩＧＡスクール始動 ～１人１台パソコンを整備～

　
６
月
　
日（
月
）苫
前
小
学

２８

校
（
熊
倉
一
弘
校
長
）
で
３

年
生
７
人
を
対
象
と
し
た
地

域
の
文
化
を
学
ぶ
学
習
と
し

て
地
域
学
校
協
働
活
動
「
く

ま
獅
子
舞
体
験
」
が
行
わ
れ

た
。
　
講
師
は
町
く
ま
獅
子
保
存

会
の
花
井
秀
昭
会
長
、
松
浦

有
恒
さ
ん
の
２
人
が
務
め
、

同
保
存
会
設
立
の
経
緯
や
活

動
の
内
容
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
く
ま
獅
子
舞
と

羆
事
件
の
紙
芝
居
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
鑑
賞
し
、
獅
子
頭
や
太
鼓
、

篠
笛
の
体
験
で
は
、
篠
笛
の

音
が
な
か
な
か
出
ず
苦
労
し

て
い
た
り
、
獅
子
頭
を
ま
ぢ

か
に
し
て「
重
た
い
」「
怖
い
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
た
。

「くま獅子舞体験」～ 地域学校協働活動 ～

　
７
月
８
日（
木
）町
内
の
海

岸
線
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
日

本
海
が
実
施
さ
れ
、
各
地
域

の
町
内
会
や
婦
人
会
な
ど
の

団
体
、
建
設
協
会
員
な
ど
合

わ
せ
て
約
　
人
が
参
加
し
た
。

１３０

　
薄
曇
り
空
の
も
と
海
か
ら

の
風
も
さ
わ
や
か
に
、
参
加

し
た
人
達
は
、
集
め
た
ゴ
ミ

を
分
別
し
な
が
ら
ゴ
ミ
袋
を

片
手
に
約
２
時
間
に
わ
た
り

次
々
と
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
て

い
た
。

　
午
後
か
ら
は
集
め
た
ゴ
ミ

を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
。

集
ま
っ
た
２
埀
４
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
ゴ
ミ
を
羽
幌
町
の

ご
み
処
理
施
設
へ
搬
入
し
た
。

クリーンアップ日本海 ～ 町内海岸清掃を実施 ～

　
７
月
　
日（
火
）に
中
体
連

１３

陸
上
、
卓
球
、
剣
道
の
全
道

大
会
、
全
日
本
少
年
軟
式
野

球
北
海
道
大
会
に
出
場
す
る

苫
前
中
学
校（
明
田
豊
校
長
）

と
古
丹
別
中
学
校
（
西
山
智

章
校
長
）
の
生
徒
９
人
が
福

士
町
長
を
訪
問
し
た
。

　
出
場
す
る
生
徒
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
全
道
大
会
に
向
け
て

抱
負
を
述
べ
、
福
士
町
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
環
境
で
管
内

大
会
優
勝
お
め
で
と
う
。
各

全
道
大
会
で
の
健
闘
を
苫
前

か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
」
と

励
ま
し
た
。

陸上・卓球・剣道・野球が中体連等で全道大会に出場 ～ 出場者訪問 ～
陸
上
　
大
西
　
遥
斗（
古
中
２
年
）

　
　
　
伊
藤
　
栞
菜（
古
中
２
年
）

卓
球
　
宮
前
　
英
煌（
苫
中
２
年
）

　
　
　
伊
藤
　
心
珠（
古
中
２
年
）

剣
道
　
若
狭
　
煌
斗（
苫
中
３
年
）

　
　
　
山
口
　
太
雅（
苫
中
３
年
）

　
　
　
大
矢
根
瑠
斐（
苫
中
３
年
）

　
　
　
寺
林
　
龍
駕（
苫
中
１
年
）

野
球
　
苫
中
・
古
中
合
同
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年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
が

ん
に
な
る
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ

り
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
大
切
な

の
は
、
が
ん
に
な
ら
な
い
よ
う
な

生
活
習
慣
や
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
で
す
。
自
身
の
た
め
、
ま
わ
り

の
人
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら
が
ん

の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
生
活
習
慣
〉

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん

予
防
・
検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ま

と
め
た
「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新

　
か
条
」
は
、
日
本
人
を
対
象
と

１２し
た
疫
学
調
査
や
、
妥
当
な
研
究

で
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
証
拠
を

元
に
、
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
の

行
動
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
肺
が

ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
が
ん
を
引

き
起
こ
す
要
因
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
受
動
喫
煙
を
受
け
て
い
る

人
の
肺
が
ん
の
罹
患
率
は
　
倍
と

１.３

な
り
、
罹
患
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し

た
行
動
が
、
が
ん
の
予
防
に
繋
が

り
ま
す
。
完
璧
で
な
く
て
も
良
い

の
で
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
、
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
　
か
条

１２

〈
積
極
的
に
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
〉

　
５
つ
の
が
ん
（
胃
が
ん
・
肺
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
）
は
、
検
診
を
受
け
る
こ

と
で
が
ん
を
早
期
に
発
見
で
き
、

さ
ら
に
治
療
を
行
う
こ
と
で
死
亡

率
が
低
下
す
る
と
科
学
的
に
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
リ
ー

プ
や
潰
瘍
な
ど
、
が
ん
に
な
る
前

段
階
の
病
変
を
見
つ
け
る
こ
と
も

で
き
る
た
め
、
が
ん
に
な
る
の
を

防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
一
度
「
異
常
な
し
」
と
判
定
さ

れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
も
必
ず

大
丈
夫
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
定
期
的
に
継
続
し
て
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

毎
年
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
が
ん
検
診
を
受
け
て
「
精
密
検

査
」
と
な
っ
た
場
合
は
？

　
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ

て
も
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
が
ん
に
結

び
つ
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
が
ん
が
潜
ん
で
い
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
早
期
に
が
ん
を

見
つ
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、

必
ず
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
検
査
の
結
果
、
が
ん
が
見
つ

か
っ
た
と
し
て
も
、
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
治
せ
る
可
能
性
も
高
く
、

怖
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検

診
な
ど
で
は
な
く
、
重
い
自
覚
症

状
を
き
っ
か
け
に
進
行
が
ん
で
見

つ
か
っ
た
場
合
の
方
が
、
身
体
に

か
か
る
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

〈
町
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
〉

　
苫
前
町
で
は
、
年
２
回
が
ん
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
（
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
年
１
回
）。

医
療
保
険
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

対
象
の
年
齢
の
方
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を

活
用
し
て
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
！

※
検
診
は
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
約
の

開
始
日
等
の
詳
細
は
改
め
て
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

回
覧
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
夏
も
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
の
熱
中
症
予
防
が
必
要
で

す
。
屋
外
だ
け
で
は
な
く
、
屋
内

で
も
熱
中
症
に
な
り
ま
す
の
で
、

ど
こ
に
い
る
と
き
も
十
分
な
対
策

を
し
て
過
ご
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
　
令
和
３
年
４
月
か
ら
、「
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
運
用
が
全

国
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い

暑
熱
環
境
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る

日
の
前
日
夕
方
ま
た
は
当
日
早
朝

に
、
都
道
府
県
ご
と
に
発
表
さ
れ

ま
す
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
て
い
る
日
に
は
、
外
出

を
控
え
る
、
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す

る
な
ど
の
予
防
行
動
を
積
極
的
に

と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
予
防
５
つ
の
心
得

①
暑
さ
を
避
け
、
体
調
が
悪
い
と

　
き
は
涼
し
い
場
所
へ

→
涼
し
い
服
装
、
日
傘
・
帽
子
を

活
用
す
る
。

②
暑
い
日
は
エ
ア
コ
ン
等
を
使
用

→
扇
風
機
や
換
気
扇
も
併
用
す
る
。

③
マ
ス
ク
を
着
け
た
ま
ま
の
激
し

　
い
運
動
は
避
け
る

→
人
と
十
分
距
離
を
と
っ
て
マ
ス

ク
を
外
す
。

④
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ

　
ま
め
に
水
分
補
給

→
１
日
あ
た
り
　
リ
ッ
ト
ル
を
目

１.２

標
に
水
分
を
摂
る
。

⑤
日
頃
か
ら
体
づ
く
り
と
体
調
管

　
理

→
適
度
に
運
動
、
定
時
の
体
温
測

定
を
。

……………………………………………………………………………… ざ康ばん健 い

「
が
ん
の
予
防
と
検
診
に
つ
い
て
」

今
月
の
担
当
は
 宮
﨑
主
任
保
健
師
 で
す

健 康
ばんざい

「
が
ん
は
予
防
が
大
切
で
す
！
」

１
条

２
条

３
条

４
条

５
条

６
条

７
条

８
条

９
条

　
条
１０　

条
１１　

条
１２

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
避
け

るお
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

野
菜
や
果
物
は
不
足
に
な
ら

な
い
よ
う
に

適
度
に
運
動

適
正
な
体
重
維
持

ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予

防
と
治
療

定
期
的
な
が
ん
検
診
を

身
体
の
異
常
に
気
が
付
い
た

ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を

知
る
こ
と
か
ら

対象年齢検診の内容

30歳以上問診、胃部エックス線検査胃

40歳以上
問診、胸部エックス線検査、

喀痰細胞診（条件に当てはまる場合のみ）
肺

40歳以上問診、便潜血検査大腸

20歳以上
問診、子宮頸部の細胞診、

オプション検査あり（超音波検査、ＨＰＶ検査）
子宮頸部

40歳以上問診、乳房エックス線検査（マンモグラフィ）乳房

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！



広報とままえ ８月号　５頁

………………………………………………………………………よ包括ケ りアだ地域

お問合せ　　苫前町地域包括支援センター　緯 64－2215

★主任介護支援専門員からの情報提供★
今回は、「介護保険の住宅改修」について、御紹介します。

問い：介護保険の住宅改修では、どんなことができますか？
　

答え：具体的には、下記のとおり住宅改修を行った場合に、居宅介護住宅改修費が支給されます。
　　　１．廊下や階段、浴室、トイレ、玄関まわり等への手すりの設置

　　　２．段差解消のための敷居の平滑化、スロープ設置、浴室床のかさ上げ等

　　　３．滑り防止および円滑な移動のための床材の変更（畳・じゅうたん・板材等）

　　　４．扉の取り替え（開き扉・引き戸・折り戸等、ドアノブ交換等）

　　　５．洋式便座等への便器の取り替え
　

　上記の住宅改修に付帯して必要となる工事（下地補強、給排水設備工事、壁・柱・床材の

変更等）については、住宅が賃貸の場合、家主の承諾が得られれば、改修可能です。

　ただし、転居や退去の際に元の状態に戻すときの費用は、全額自己負担となります。

　住宅改修については、工事着工前に役場へ申請などの必要な手続きがあります。

　先に工事をしてしまった場合、介護保険での改修ができませんので、事前に担当のケアマ

ネジャーへ相談してください。

　お住まいが賃貸住宅で改修が難しい場合、介護サービス利用をしている方は、福祉用具の

貸与で解消できる場合もありますので、担当のケアマネジャーに御相談ください。

　例えば、浴室については手すりの取り付けもできますが、福祉用具の購入で対応できるも

のとして“浴槽手すり”があります。これは、浴槽縁を挟むように取り付けることができ、

しっかりと両手で掴むことで、安全に浴槽への出入りを補助することができます。

　また、浴槽への出入りが大変になっている場合には、浴槽の中に入れる“浴槽台”という

ものがあります。これは、高さの調整ができたり、浴槽の中においても浮いてこないような

設計になっているので、安心して入浴できます。

　福祉用具の購入も介護保険で購入できる商品が決まっていますので、購入前に住宅改修や

福祉用具の貸与などと併せて、担当のケアマネジャーに相談してください。

　介護保険の認定を受けていない、または担当のケアマネジャーがいない方は、介護保険の

申請が必要になりますので、苫前町地域包括支援センターへ連絡ください。福祉用具購入に

ついても同様に事前に担当のケアマネジャー、いない方は介護申請が必要になりますので、

包括支援センターへご相談ください。

　新型コロナウイルス感染症が落ち着いてきた際には、他の地域から派遣された理学療法

士・作業療法士等に直接訪問などをしてもらい、ご本人の状態やお住まいの環境に合った福

祉用具等について、アドバイスを受けられる事業も行っておりますので、ぜひ活用いただき

たいと思います。

　９月７日（火）午前９時３０分から苫前町公民館において「寿いきいき教室」が開催されます。
　有限会社羽幌調剤センター薬剤師の佐藤智男氏を講師に迎えて、薬にまつわるお話をいた
だく予定です。

噛事業のお知らせ噛



広報とままえ ８月号　６頁

つくろう健康　幸せの未来づくり

後期高齢者医療ガイド

…………………………………………………………………… イ齢者医 ド療ガ後 高期

後期高齢者医療制度のお知らせ～ 保険証（被保険者証）の一斉更新について～

　これまでご使用の水色の保険証の有効期限が令和３年７月３１日をもって

満了のため、８月以降は使用できなくなります。

　７月中に新しい保険証を交付しましたので、お手元に届きましたら黄緑

色の保険証をご使用ください。

■ 保険証が新しくなります（水色→黄緑色）

　これまでご使用の黄色の減額認定証及び限度証の有効期限が、令和３年７月３１日をもって満了

のため、８月以降は使用できなくなります。引き続き交付対象に該当する方は、７月中に減額認

定証及び限度証を交付しましたので、８月１日からは橙色の減額認定証及び限度証をご使用くだ

さい。新たに必要となる方は、次の交付要件に該当することをご確認の上、苫前町住民生活課住

民係へ申請してください。

　※有効期間は１年間です。

○新しい保険証の有効期限は、令和４年７月３１日です。

○紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、苫前町住民

生活課住民係までお申し出ください。

■ 減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）限度証（限度額適用認定証）も
　 新しくなります（黄色→橙色）

○世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方区分Ⅱ
世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当
する方区分Ⅰ

○世帯全員の所得が０円の方
　※公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方
　※給与所得がある場合、その金額から10万円を控除
○老齢福祉年金を受給されている方

住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、その方と同一
世帯にいる被保険者の方現役並みⅢ

現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が380万円以上の被
保険者と、その方と同一世帯にいる被保険者の方現役並みⅡ

現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一
世帯にいる被保険者の方現役並みⅠ

◆減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◆限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠ、または現役並みⅡ
に該当する方

新しい保険証は黄緑色です

　北海道後期高齢者医療広域連合
　〒０６０－００６２ 札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階
　緯 011－290－5601

苫前町住民生活課住民係
緯 0164－64－2213お問合

せ先

新しい減額認定証及び限度証は橙色です



　産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、次世代育成支援の観点から国民年金第１号被

保険者※が出産された際、産前産後の国民年金保険料が一定期間免除される制度です。

※20歳以上60歳未満の自営業者・農林漁業者とその家族、学生、無職の人

広報とままえ ８月号　７頁

……………………………………………………………………………………年国民 金

　「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医療及び救急業務について皆様に理解と認識を深めていた
だき、救急医療関係者の意識高揚を図るために定められました。
　“救命の第一歩は応急手当から”日頃から心肺蘇生法やＡＥＤの使い方を身に着けておくと、いざとい
う時に役立ちます！ 是非、応急手当やＡＥＤの使い方について、知識や技術を身につけてみませんか。

火事・救急は１１９番！ 北留萌消防組合消防署　苫 前 支 署　緯 64－2321
　　　　　　　　　　　古丹別支署　緯 65－4119

９月９日は“救急の日”
９月５日（日）～11日（土）までの１週間は「救急医療週間」です

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、体調の優れない方及び、発熱等の症状のある方の参加はご
遠慮願います。尚、参加する際は各自マスクを持参・着用して頂き、講習中は三密を避け、消毒等を実
施しながら行いますのでご協力お願い致します。

日　　時　　令和３年９月９日（木） 18時00分～21時00分
場　　所　　古丹別支署 ２階会議室
受講対象　　15才以上の町民
受 講 料　　無　料
申 込 み　　９月８日（水）まで
申込み先　　古丹別支署（緯 65－4119）　苫前支署（緯 64－2321）

◆応急手当普通救命講習Ⅰ（ＡＥＤを使用した心肺蘇生法）◆

【問合せ】　苫前町役場住民生活課　緯 0164－64－2213
　　　　　留萌年金事務所　　　　緯 0164－43－7211

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

■出産予定日または、出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されます。

■多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月

前から最大６か月間の国民年金保険料が免除されます。

　＊出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）

保険料納付が免除される期間

■出産予定日の６か月前から届出ができ、手続きが必要です。

　《届出に必要なもの》

　　・年金手帳またはマイナンバーが確認できる書類

　　・運転免許証などの身元確認書類

　　・出産前に届出をする人は、出産予定日が記載された母子健康手帳

　　・出産後に届出をする人で、子が住民票上同一世帯でない場合は、出生証明書などの出

産日や親子関係を明らかにすることができる書類

■届出先は、役場の国民年金担当窓口となります。

届出しないと免除になりません

　産前産後期間の免除制度は、「保険料免除された期間」も保険料を納付したものとして老齢

基礎年金の受給額に反映されます。

　国民年金の保険料免除は全額免除の場合、将来の給付金額は全額納付時と比べ２分の１と

なります。

■付加保険料は免除されないので、加入中の人は、支払いが必要です。

■産前産後期間の保険料を前納している場合、全額還付（返金）されます。

免除制度の内容



広報とままえ ８月号　８頁

………………………………………………………………………………… 場びの広学

公民館は部屋が空いていればご利用できます公民館は部屋が空いていればご利用できます ！！
　公民館は、部屋が空いていればいつでも利用することができます。そして使用料も営利を目的としない
利用であれば、無料で使うことができます。
　事前に部屋が利用できるかを電話で確認、予約していただき、当日申請書にご記入いただくだけで利用
することができます。
　幼児用のおもちゃや木のおもちゃもあります。勉強のためやおしゃべり会をしたい場合などもご利用す
ることができますので、ご遠慮なく下記までお問い合せください。また、部屋を利用した際のゴミを持ち
帰り、使用した物の消毒のご協力をお願いしています。

地域を見守る住民の集い 兼 学校支援ボランティア研修会の延期につい地域を見守る住民の集い 兼 学校支援ボランティア研修会の延期についてて
　８月23日（月）に苫前町公民館で開催を予定していた「地域を見守る住民の集い 兼 学校支援ボランティ
ア研修会」は、道内の新型コロナウイルス感染拡大の傾向が見られることから、延期とさせていただきます。
　延期後の日程は現在のところ未定となっていますので、詳細が決まりましたらお知らせさせていただき
ます。

「「第第４１４１ 回苫前町民マラソン大回苫前町民マラソン大会会」」の参加者を募集しますの参加者を募集します
日　時　 ９月12日（日）　受付開始 ８時30分　開会式 ９時
場　所　 苫前町公民館
対　象　 すべての町民、町外の方も参加が可能です
種　目　 １km…親子の部（未就学児と保護者）、小学１・２年生男子の部、小学１・２年生女子の部
　　　　 ２km…小学３・４年生男子の部、小学３・４年生女子の部、小学５・６年生女子の部
　　　　 ３km…小学５・６年生男子の部、中学生女子の部、一般男子の部、一般女子の部、
　　　　　　　　駅伝の部（３人１チーム）
　　　　 ５km…中学生男子の部、一般男子の部、一般女子の部
　　　　 ＊一般の方は３kmと５kmのどちらかを選択してください
参加料　 小中学生 100円、高校生以上 300円　＊親子の部は無料
申込み　 ８月27日（金）までに苫前町公民館にお申し込みください。
　　　　 申込用紙への記入と参加料をお支払いいただきます。
その他　 詳しくは回覧、新聞折込、小中学校を通して配布されるチラシをご覧ください。

「正しく学ぶ！筋力トレーニング講座「正しく学ぶ！筋力トレーニング講座 ②②」」参加者募集参加者募集 ！！ ！！
日　時　 ８月22日（日） 13時30分～14時45分
場　所　 苫前町公民館
講　師　 学校法人三幸学園 札幌スポーツ＆メディカル専門学校専門課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 健康運動指導士　澤田　友紀 氏
申込み　 開催日の３日前までにお申し込みください。
持ち物　 上履き・タオル・飲み物を持参し、動きやすい服装でご参加ください。
その他　 ・イベント傷害保険には加入しませんので、各自スポーツ安全保険に加入してください。
　　　　 ・今後の予定は次のとおりです。
　　　　 第３回／９月19日（日） 12時50分～14時45分／苫前町公民館
　　　　 第４回／10月30日（土） 13時30分～14時45分／苫前町公民館

苫前町公民館～あなたの学びを応援します～ 緯 65－4076　ＦＡＸ 65－3220
Ｅｍａｉｌ ｓｈａｋａｉｋｙｏｉｋｕ＠ｔｏｗｎ.ｔｏｍａｍａｅ.ｌｇ.ｊｐ



広報とままえ ８月号　９頁

………………………………………………………………………………情まいる住 報

土金木水火月日

2120

282726

ラッコクラブ（両
親学級・乳児教
室）③（公民館）252423

苫前町健康づくり推進
地域支援事業「正しく学
ぶ ！ 筋力トレーニング講
座②」（苫前町公民館）
13時30分～14時45分

22

４３２１313029

11

健康相談（公民館）
10時～
11時30分10９

乳児健診（公民館）

８７６５

181716151413

町民マラソン大
会（公民館）
８時30分受付12

252423222120

苫前町健康づくり推進
地域支援事業「正しく学
ぶ！筋力トレーニング講
座③」（苫前町公民館）
12時50分～14時45分

19

９月

８月

イベントカレンダー ８月櫛９月※日程は変更となることがありますので、予めご確認ください※日程は変更となることがありますので、予めご確認ください。。

　道路で災害が発生した場合などには通行止め等の規制が実施されます。

　通行止め区間へ脇道などから侵入すると、損壊した道路からの転落や、崩落した土砂に巻き込まれる

等の重大な事故に繋がる恐れがあります。

　大変危険ですので指定された迂回路のご利用をお願いします。

　なお、通行規制の状況は次のホームページで公表しています。

　通行規制情報（北海道地区道路情報のページ）

　　ｈｔｔｐｓ：//ｉｎｆｏ－ｒｏａｄ．ｈｄｂ．ｈｋｄ．ｍｌｉｔ．ｇｏ．ｊｐ/ＲｏａｄＩｎｆｏ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

　問合せ　 北海道留萌振興局留萌建設管理部維持管理課　緯 0164－42－8369　

通行規制区間への進入の危険性について

○子どもから目を離さないようにしましょう。
　波の力で倒れたり、沖に流される危険があります。

　保護者の方は、水辺で遊ぶ子どもから目を離さず、近くにいるようにしましょう。

○釣りをする時は、必ず救命胴衣を着用しましょう。
　高波時の防波堤や滑りやすい岩場、流れが速い岸辺などには近づかないようにしましょう。

○体調不良時や飲酒後は泳がないようにしましょう。
　体調不良時やお酒を飲んだ後は、呼吸が乱れやすく溺れる危険があるので泳がないようにしましょう。

　問合せ　 羽幌警察署　緯 0164－62－1110　

水難の防止 ～ 夏の海 少しの油断が 事故のもと ～

　暴力団は、組織の維持・拡大のために、密漁や覚醒剤密売、特殊詐欺等の犯罪行為を行うだけで
なく、組織の関係者を利用して一般社会における経済取引へ介入する等、様々な手段を用いて活動
資金獲得を図っています。暴力団の活性化は様々な犯罪を誘発し、道民の皆様の安全で平穏な日常
生活と健全な経済活動に大きな脅威と不安を与えます。
　どんな些細なことでも早期に警察へ相談・通報する強い意志と勇気を持って、社会から暴力団を
追放しましょう。

暴力団排除活動の推進
～ 暴力団を 利用しない、恐れない、金を出さない、交際しない ～




